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腫瘍 の一部は低吸収域 を呈 した(Fig.1).　MRIは,
Tl強調画像では低信号,　T2強調画像では淡 く不均
一な高信号域であった.造影すると,早期相では造影





　 　 　 　 between　the　right　kidney　and　thc　liver

















　 　 　 　 weighed)　revealed　a renal　capsular















　 　 　 　 kidney.　Arrows　indicate　a　rcnal　capsular
　 　 　 　 tumor.

















　 　 　 　 　 Microscopic　appearance　of the　tumor.Fig・4・
The　tumor　consists　of　spindle　c lls　with
　 　 　 　 　 prominent　nuclear　atypia　nd　mitotic
且gUreS,　fbrming　irregUlar　VaSCUIar
　 　 　 　 　 channcls.
は,第 皿因子関連抗原(+),CD34(+),　SMA(一),
MIBILI　30%以上で あった.以 上 よ り,腎 被膜 よ り発
生 した血管 肉腫 と診 断 した.
　経過:術 後,切 除 断端が陽性 のため,補 助療 法 とし
て腎摘 出部 に放射線 を50Gy照 射 した.術 後19カ月














は放射線照射,外 傷,膿 胸などがある.乳癌術後 にリ






















連抗原が陽性 となるが,腫 瘍が未分化な場合は陰性 と
なる.CD34やUEA-1(ulex　europaeus　aggulutinin.









腹膜腔での発生は1例 のみ)を 集計 し,外科的切除に






クリタキセルを使用 し,9例 中8例がPR以 上 という
良好な成績を納めたとの報告もある9)パクリタキセ




タキサン系の ドセタキセルやエ トポシ ドが有効 との報
告もあるlo)
　近年,血 管肉腫の発生頻度が高い皮膚科領域では免







が希望 されたため,化 学療法は施行 しなかった.今
後,再 発が不幸にも生 じた場合 には,rlL-2やタキサ
ン系の抗悪性腫瘍薬の投与 も考慮 したい
　血管肉腫の予後を検討 した報告IDでは,腫 瘍サ イ
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